
(別紙様式)                                                                                                                                                 （Ａ３判横）  
令 和 ５ 年 度  学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 県立大宮工業高等学校 全日制 ） 

 

目指す学校像 日本を支え 世界で活躍する 人間性豊かなエンジニアの育成 
～ 小中学生に憧れを！ 在校生に自信を！ 卒業生に誇りを！～ 

                        ※学校関係者評価実施日とは、最終回の学校評 
                     価懇話会を開催し、学校自己評価を踏まえて 
                    評価を受けた日とする。 

 
 達 
 
 成 
 
 度 

 Ａ   ほぼ達成 （８割以上）  

 
 Ｂ   概ね達成 （６割以上） 

重 点 目 標 

 １ 主体的に取り組む力を育て、学力向上を目指した授業改善を図る 
 ２ 自ら律する規律性を育て、自他を大切にできる心を育成する 
３ 物事を探求する力を育て、望ましい勤労観、職業観を育成する 
４ 協働教育により、社会に開かれた教育課程を実現する 

   出席者 

 

 

学校関係者 

生徒 

事務局（教職員） 

 ７名 

 ０名 

 ７名 

 
 Ｃ   変化の兆し（４割以上） 

 Ｄ   不 十 分 （４割未満） 

  
     ※ 重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。 

      ※ 番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。 
 

学    校    自    己    評    価   学 校 関 係 者 評 価 

５  年    度    目    標  ５ 年  度  評  価 （ ２月 ５日 現在  ）  実施日 令和６年３月１３日 

番号  現状と課題  評価項目 具体的方策 方策の評価指標 今年度の評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校関係者からの意見・要望・評価等 

１ 

【現状】授業や学校生活に前向
きに取り組み、主体的に授業
に臨む生徒が増加傾向にあ

る。 

【課題】自主学習及び資格取得

に積極的に取り組むなど、さ
らなる学習意欲を向上させ
るための支援・指導を行う必

要がある。指導と評価の一体
化を目指し、観点別評価を活
用した学習改善及び授業改

善に努める必要がある。 

・学習改善及び授業
改善 

・自主学習の習慣化 

・ICTを活用した理解を深める授業の

実践  

・学科教科の学習内容の共有及び連

携横断授業の実践 

・ MHS  工業DXカリキュラム等の開

発及び実践 

①生徒アンケートの「授業に

主体的、積極的に取り組ん
でいる」が前年度より上昇
したか。 

②生徒アンケートの「自主学

習することが習慣化してい
る」が前年度より上昇した

か。 

①生徒アンケートの「授業に主体的、積極的に取
り組んでいる」が83％、「授業の内容がよく分

かっている」が78％となった。 
②生徒アンケートの「先生は分かりやすい授業を
行っている」が81％となったが、「自主学習す

ることが習慣化している」が前年度より12％下
がり26％となった。 

Ｂ 

〇新校の開校に向けて、生徒の「思考力・判断力・

表現力」の伸長を目指す授業を実践するととも

に、学習意欲の高い生徒の学力を伸ばす取組の強
化を引き続き推進する。 

〇指導と評価の一体化を目指し、観点別評価を活

用した学習改善及び授業改善に努める。また、生
徒タブレットを有効的に活用し生徒の学習環境
向上に努める。 

思考力・判断力・表現力の育成は、これからの時代を
生き抜き力として一番必要なものと考えます。自主学習

の習慣化も含め、ぜひ学習意欲の高まる授業改善を進め
てください。 
「自主学習の習慣化」が前年度より下回った結果とな

っていますが、資格取得のような目的や結果が明確なも
のと、漠然とした自習・復習などの学習の積み重ねと分
けて分析したら対策できるのではないでしょうか。 

家庭学習については、家庭のみならず周りの環境づく
りがとても大切になってくると思います。 
新校の開校に向けて、新たな資格取得を推進していく

ための情報を早めに提供できるよう努めていただきた
い。 

・積極的な資格取得

への挑戦 

・資格取得に関する生徒や保護者へ

の積極的な情報提供 

・資格取得に向けた講習会等の実践 

・ MHS  産業実務家教員による授業

の実践 

①生徒アンケートの「資格取得

が充実している」及び資格
取得に積極的に取り組む生
徒が前年度より上昇した

か。 

①生徒アンケートの「資格取得が充実している」
が78％となり、質の高い資格取得に向けた特別
講座の成果が出ている。 

②生徒アンケートの「資格取得に向けて積極的に
挑戦している」が前年度より6％上がり、61％
となった。 

Ｂ 

○工業高校の大きな魅力の１つである資格取得を

推進するため、生徒・保護者に対し積極的に資格
取得に関する情報を提供する。 

 

２ 

【現状】入学後の満足度が高

く、高校生活が充実している
と感じている生徒が増加傾
向にある。 

【課題】基本的生活習慣の確立

及び自己管理能力を育成す

るとともに、自他を大切にす
る心を育むための支援・指導
を行う必要がある。 

・基本的生活習慣の

確立 

・自他理解及び自己

肯定感の醸成 

・社会人としての基

礎的な力の定着 

・10分前登校の推進 

・気持ちのよいあいさつの励行 

・ MHS  コンピテンシー表の研究開

発及び活用 

①生徒アンケートの「宮工に入
学して良かった」が前年度よ
り上昇したか。 

②コンピテンシー表等の活用

により、自己理解が進んだ
か。 

①生徒アンケートの「宮工に入学して良かった」
が83％となった。 

 

②12月末までの延べ遅刻者数が1465人から2078
人と増加した。 

Ｂ 

〇様々な行事を通じて、生徒が主役となる活動を
推進し、在校生に自信と誇りを与え自己肯定感の
醸成に努める。 

○遅刻防止のための登校指導や、生徒指導部通信
の発行などを継続し、生徒が規則正しい生活習慣
を確立するとともに、社会人基礎力の向上を目指

す。 

遅刻者の増加＝生活習慣の乱れ だけではないような

気がします。ナゼ遅刻してはいけないのか？遅刻をさせ

ないために家庭はどのような対応をしているのか？登校
時間が迫り慌てて通学した場合の危険など、理解をしな
いと行動には現れないと思います。 

基本的生活習慣は、学校生活はもとより社会生活の基本

となるものです。５S活動等習慣化については、引き続い

て指導していただきたいと思います。 

「宮工に入って良かった」は先生と生徒の関係が良好な

ものと理解できます。 

・学習環境の改善 

・自己管理能力の向

上 

・ MHS  5S、SDGs、Kaizenにつなが
る授業及び講演会等の実践 

・生徒手帳の活用 

①生徒アンケートの「宮工５Ｓ
活動を実践できている」が前
年度より上昇したか。 

②生徒手帳の活用状況の割合

が前年度より上昇したか。 

①生徒アンケートの「宮工５Ｓ活動を実践できて

いる」が56％であり、昨年から13％減少してい

る。 
②生徒アンケートの「生徒手帳の活用状況」が昨
年から7％減少し、26％となった。しかし、「時

間の管理ができている」生徒は79％となった。 

Ｂ 

○５Ｓ活動やＳＤＧｓの意義を再確認させるとと
もに、生徒自身がより意欲的に活動できるよう支

援・指導を行う。 
○生徒自身のスケジュール管理や、学年集会等での
メモ取りなどを推進し、組織的に生徒手帳を活用

する場面を設け、習慣化を図る。 

３ 

【現状】生徒の第一希望の進路
実現率が高く、学校行事や委

員会活動等に積極的に取り
組む生徒が上昇傾向あると
ともに、部活動加入率が高い

レベルで推移している。 

【課題】生徒の第一希望の進路

実現を目指し、個別最適な支
援を行うとともに、望ましい
勤労観や職業観の育成のた

めの支援・指導を行う必要が
ある。 

・学校行事、委員会
活動、部活動等へ

の積極的な参加 

・ MHS  学科教科連携横断による教
育活動の実践 

・生徒の主体性を高める支援・指導

の実践 

①生徒アンケートの「委員会活

動や部活動、学校行事へ積
極的に参加した」が前年度
より上昇したか。 

②部活動加入率が上昇した

か。 

①生徒アンケートの結果より、生徒の各学校活動

への積極性が、委員会80％、学校行事90％とな
った。一方、部活動が63％と昨年比減となった。 

②部活動加入率が84.7％となった。 

（R5.9調べ）【参考：R4 76％5月時点】 

Ｂ 

○学校行事や部活動に取り組み、目標に向けて前に

踏み出す力、ゴールに辿り着く力を育成する。 
転職することのハードルが下がっている現社会で、少子

化→就労人口減→求人倍率青天井 で引く手あまたの状
態は今後も続くと思われますが、離職率は増加していま

す。生徒の希望と企業のミスマッチを防止する意味でも、
何に興味があり、どんな仕事に就きたいかをイメージで
きることが大事だと思います。 

進路選択はこの年齢においては大変重要な節目である

と思います。自らの目標に向けて踏み出す力の育成を学

校行事や部活動をとおして進めていただければと思いま
す。 

社会人の基礎力を育てるために多くの体験が必要なこ

の時期に、たくさんの社会経験ができる場の設定がある
のがすばらしいことだと思います。 

・勤労観や職業観の
醸成 

・ MHS  校内組織が連携したインタ
ーンシップやキャリア教育アゴラ
をはじめとしたキャリア教育の実
践 

・ MHS  他科（他分野）と協働した
教育活動の実践 

・「進路レポート」等の作成と活用 

①生徒アンケートの「進路行事
に積極的に参加している」
が前年度より上昇したか。 

②学科教科間連携による授業
やインターンシップ等の実
践により、生徒の勤労観や
職業観を醸成することがで
きたか。 

①「進路行事に積極的に参加している」が63％と

なった。生徒、保護者共に本校卒業後の進路に
関心が高まっている。 

②100を超える事業所の協力のもと、２学年でイ

ンターンシップが実施された。 
 ４学科合同課題研究発表会が開催され40名を

超える外部協力者の参加があった。 

Ｂ 

〇生徒の第一希望の進路実現を目指し、個別最適
な支援を行う。 

【参考（R5.12月末）】 

本校96.1％ 全国77.2％ 工業88.4％ 
１・２学年で「自分の進路について考えている」
81％、保護者「進路について家庭で話をする」87％ 

４ 

【現状】地域や企業、大学等と
の連携による「協働教育」が
進められている。取組や魅力

を伝えるための情報発信に
努めている。 

【課題】地域社会等との連携を

強化するとともに、持続可能
な学校外連携の構築に努め

る必要がある。 

・地域社会等との連
携強化 

 

・積極的な情報発信 

・ MHS  小中学生を対象とした「高
校生が先生のものづくり教室」等
の開催 

・ MHS  中学校及び高校の教員を対
象とした研修の実施 

・中学生及び保護者、中学校教員を
招いた学校説明会等の実施 

・学校ＨＰの積極的な更新 

・刊行物の定期的な発行 

①地域社会等との連携を強化
することができたか。 

②本校の取組や魅力を学校内

外に十分伝えることができ
たか。 

①ﾏｲｽﾀｰ･ﾊｲｽｸｰﾙ事業を活用し、学科・教科の横断

型授業や中高大連携STREAMS教育、企業連携し

た課題研究、学科合同課題研究発表会が実践さ
れ、指導改善や学習改善を積極的に進めた。 

②中学校ＰＴＡ主催の合同高校説明会や南部地

区中高進路指導キャリア教育研究協議会、埼玉
県地方産業教育審議会が本校会場で行われ、中
高職員等の参加があった。本校公式インスタグ

ラムが開設され魅力発信が多様化された。 

Ａ 

〇生徒の日々の学校生活の様子や本校の魅力を積

極的に学校内外に発信するとともに、生徒が主体

となった連携事業を推進し、中学生が憧れる宮工
生の育成に努める。 

〇マイスター･ハイスクール事業を活用し、地域社

会との連携を強化するとともに、持続可能な学校
外連携の構築に努める。 

地域、企業や学校との連携で協働されていて素晴らしい

と思いつつ、先生も大変なのではないかと察します。MHS
指定校ゆえの期待度もあり、様々なアウトプットが要求
されているのではないでしょうか。学年次を分けて、た

とえば１年次は地域、２年生は企業、３年生は学校とす
れば負担は減ることはないですか。 

地域小学校、中学校との交流事業、地域への働きかけ等

を通じ、長年にわたり「地域に開かれた学校」に努めら
れていると思います。 

 


